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癖 文 内 容 の 要 旨

 研究目的

 経皮的な高位頸髄レベルでの脊髄視床路切載術（以

下経皮的コルドトミーと略す）により頑痛症例に十分

な除痛効果を得るためには，X線学的指標によるぽか

りでなく，外側脊髄視床路を電気刺激し生理学的に凝

固の部位を決定することが必要である．

 著者は，経皮的コルドトミーの除痛効果をより確実

にするための基礎的研究として，電極による刺激部位

と疹痛の発現する皮膚節との関係を第1－2頸椎レベ

ルで検討した．

 対象

 東京女子医科大学脳神経センター・脳神経外科では，

昭和56年10月までに113例の頑痛患者に計154回の経皮

的コルドトミーが行なわれたが，このうち，電気刺激

による外側脊髄視床路のlamina analysisが，本研究

に必要な条件のもとで行なわれている19症例を対象と

した．

 方法

 第1－2頸椎間で，頸部外側より経皮的に20Gの

guide needleを刺入し，空気および油性造影剤を注入

して髄液腔の二重造影を行なう．空気により脊髄前縁

を，油性造影剤により歯状靱帯および背側くも膜を造

影した．脊髄の電気刺激をできるだけ限局化するため

先端の尖鋭な直径0．5mmの同心双極針を用いた．

 a）X線学的分析

 側方より電極針を刺入するため脊椎管内での頸髄の

前後方向への変位はきわめて少ない．また経皮的コル

ドトミーは常にneutral positionで行なわれるため，

頸部の前後屈による頸髄の移動も無視できた．

 X線頸部側面像上で，電極針の先端Bから第2即言

椎体後縁に垂線をおろし，交点をAとする．この垂線

と背側くも膜との交点をCとする．A－C間の長さを

a，B－C間の長さをbとする．電極針の先端の位置

Xを，X＝b／a×100（％）で表わした。

 b）電気生理学的分析

 先端の位置Xの電極針で電気刺激して得られた癖痛

発現部位の皮膚節をYとする．Yは第4頸髄の皮膚節

を1とし，以下尾側に向って1皮膚節ごとに数値を1

ずつ増加させる方法で示した．刺激は50～60Hz，2

～4Vの矩形波で行なった．

 結果

 aおよびbを0．05mm単位で計測して得られたXの

値を横軸に，その時のYの値を縦軸にとり，19症例の

それぞれの値をX－Y平面上にplotした．最小自乗法

によりこの散点図の推定回帰直線の式を求めた．Xと

Yとの推定回帰式は，Y；一〇．6347X＋44．2201とな

る．相関係数（R）は，R＝一〇．8901であった．

 次にこの求められた推定回帰式を用いて，頸部X線

側面像上で外側脊髄視床路のlamina analysisを行

なった．

 その結果，頸神経皮膚節は68．1～58．8％，胸神経皮

膚節は58．8～42．6％，腰仙神経皮膚節は42．6～37．1％

の範囲にあることが分った．歯状靱帯の位置は

36．7～37．1％に存在する．このデーターは，経皮的コ

ルドトミーで電気凝固の目標点を決めるにあたり，有

用である．

一844一



31

論 文 審 査 の 要 旨

 本論文は，頑痛に対する経皮的高位頚髄コルドトミーの除痛効果を向上させるため新たな方式を開

発したもので，学術上の価値の高いものである．
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